




１. はじめに

　近年では異常気象による風水害、震災など、災害時の対策や非常袋の準備が必要と

なってきました。食べることは生きること、もし被災したら食事どころではないと

思うかもしれません。食事は「命のうつしかえ」大切な命を守る為、いざ、まさかの

時に間に合うよう常に食材を備蓄して、災害時の食事について知識を深め、習得し

生命を守りましょう。

　もし、電気や水道が止まっても、衛生面や食中毒予防に注意を払い日々の忙しい

日常生活にも簡単に美味しく食べられる調理方法を学びましょう。

　いざという時の知恵として、家族や皆様がおいしく食べられるように工夫をしま

した。

　どんな時でも美味しく食べることは生きる力につながります。

　健康で、災害に負けない体力づくりに想いを込めて、市食生活改善推進員がレシピを

考案しました。普段の生活にご活用いただけると幸いです。

　　　令和３年７月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木津川市食生活改善推進員協議会
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　「私たちの健康は私たちの手で」

　木津川市食生活改善推進員協議会は、令和 3年度に合併 15周年を迎えます。

　令和 2年度は、新型コロナ感染症予防のため活動が十分できない中、会員の中から災害時に

役立つレシピを募集し、今までの経験をふまえて知恵を出し合い研鑽を積んでこのレシピ集を

作成しました。

　日頃から備蓄食品を備え、家族の健康を守る為に普段の料理にも利用していただけたら幸い

です。

　地域の皆様方に広く普及できますことを願っております。

　　

　　　令和 3年 7月

　　　　　　　　　　　　　　編　集　　伝 宝  信 子　　平 間  笑 子　　水 島  澄 子 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生 田  悦 子　　西 岡  啓 子　　吉 元  夏 子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤 原  文 子　　多 気  國 江 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川島 巴美子　　藤本 とも子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

　　　　　　　　　　　　　木津川市食生活改善推進員協議会　会 長　橋 本  久 子　　

編　　集　　後　　記




